
  

所属	
 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 助手 氏名 楢橋	
 明子 
	
 

１．教員紹介・主な研究分野	
 

2001年3月，兵庫県立看護大学卒業．保健師経験後，母校での助手を経て2009年本学に着
任．興味を持っている研究分野は，難病患者の療養支援に関すること，災害看護と保健師の

活動に関すること，保健師教育に関することである． 
	
 

２．研究業績	
 

②その他最近の業績	
 

<学会発表>	
 

・	
 牛尾裕子，安藤継子，楢橋明子．(2009)．学士看護基礎教育卒業時に求める実践能力に関す
る行政保健師の認識についての一分析．第 68回日本公衆衛生学会． 

・	
 尾形由起子，山下清香，小野順子，楢橋明子，木村てるみ．（2012）．産後の母親の育児に対す
る気持ちと支援の必要性―乳幼児健診結果から―．第 1回日本保健師学術集会． 

<報告書>	
 

伊東愛，楢橋明子．(2009)．本学教員における災害看護支援活動の調整～新潟中越沖地震
（2007年 7月 16日)への本学教員の派遣調整活動．兵庫県立大学大学院看護学研究科 21世紀
ＣＯＥプログラム	
 ユビキタス社会における災害看護拠点の形成	
 看護専門家支援ネットワ

ークプロジェクト活動（平成 15～19年度）27－30． 
③過去の主要業績	
 

<学会発表>	
 

・	
 大塚純子，楢橋明子．(2004)．特定疾患患者へのアンケート．第 63回日本公衆衛生学会． 
・	
 楢橋明子，牛尾裕子，岩佐真也，伊東愛，井伊久美子．(2007)．地域看護実習における大学
と現地保健師との共同～実習終了後の会議を通して～．第 66回日本公衆衛生学会．	
 

・	
 楢橋明子，牛尾裕子，松田宣子，岩本里織，柏葉三千子，菅野夏子，富永真己，大井美紀，

伊東愛，岩佐真也．(2008)．県内保健所，保健センターにおける地域看護実習指導の現状と
保健師の認識(第２報)．第 67回日本公衆衛生学会． 
 

５．所属学会	
 

日本公衆衛生学会、日本地域看護学会、日本災害看護学会 
 

６．担当授業科目(補助)	
 	
 

<学部>	
 

地域看護論・2単位・2年・前期，地域看護活動論・1単位・2年・後期，健康教育論・2単位・
3年・前期，地域看護実践論・1単位・3年	
 編入 4年・通年，地域看護実習A-Ⅰ・2単位・3
年・通年，地域看護実習Ⅲ・3単位・編入4年・後期	
 
	
 

７．社会貢献活動	
 

・	
 日本災害看護学会	
 ネットワーク活動・調査調整部	
 メンバー 
・	
 日本ALS協会	
 福岡県支部	
 運営委員 
	
 

９．附属研究所の活動等	
 

ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
	
 


